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労働保護法中間試験（2002.11.19.実施）　解説
                                                　　　 2002.11.26.　佐藤


Ⅰ．全体的講評

1)解答の形式について：

　文章を書く際には論理的文章を書く必要があります。設問として１から４を挙げておいたのは、論理的文章を書く際に必要な要素だからです。したがって、１から４の解答順は、論理的文章を書く際にもっとも書きやすいパターンです。私以外の講義での論述式の試験問題の答え方、ゼミ論文の書き方等、文章作成すべてについて当てはまるパターンですから、文章の書き方の訓練だと思ってください。

2)個別解答項目について：

　1.問題文をそのまま書き写しても回答にはなりません。

　2.論点とは、何が問題であるのかがわかるように提示する必要があります。「～の問題」とか、「～について」などのように、何かわかったような感じがするでしょうが、実は何を言っているのかさっぱりわからないようなものは論点を提示したことになりません。

  3.説明とは事実関係の説明がすべて該当します。法規定の説明、司法判断の説明など。

  4.諸説とは、当事者の主張のことではありません。当事者の主張の是非を判断するための判断基準についての、いくつかの見解のことです。

　5.諸説は相互排他的ですので諸説が両立はしません。

  6.したがって自説とは、いかなる判断基準を採用するかの見解です。決して当該事案について原告・被告のいずれが勝訴するかの問題ではありません。ある判断基準を採用したからといって、ケースによって原告が勝ったり被告が勝ったりします。わずかの新聞記事から事実関係がわかるわけはありませんので、どちらが勝訴するかの判断は不可能です。

  7.自説を主張するためには、その根拠が必要です。

Ⅱ．個別問題毎の講評

以下の①から②の新聞記事のいずれか一つを選び次の点につき答えなさい。

　１．記事において問題となっている労働法上の論点

　２．その論点の前提となる法内容の説明

　３．その論点に関する諸説

　４．その論点に関する自らの見解

注意：1.いずれの記事を選択したのかを明記すること。

　2.解答用紙には、一題の解答を表面に他の一題の解答を裏面に書くような目安で記述すること。

3.出題への解答に直接関係のない事項を記入した場合には答案を無効と扱う。    

6.設問１から４はこの順番で記述する必要はないが、全体として論旨が通っている必要がある。

4.解答の書き方は既に説明したとおり。法的論点について検討を行うこと。                  

5.採点基準（５０点満点で採点する）                              

      a)設問の１．から４．の項目毎に、基本的には○△Ｘの三段階評価を行う。

      b)○は必要なことが述べられている場合につけ、１０点。                                

　　　　△は不十分にしか述べられていない場合につけ、５点。                                

　　Ｘは何も述べられていない場合、ないしまったく関係ないことを述べている場合で、０点。

　c)さらに、独創的な考えがみられた場合には、各問共に10点の範囲で追加点をつける。
①日航事件  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99.04.01  産経新聞より

　男性と同じ仕事をしながら昇格が遅いのは、女性差別を禁じた改正男女雇用機会均等法違反として、日本航空の女性客室乗務員二十五人が、労働省の東京女性少年室に調停を申請した。日航は「申請内容がまだ分からないのでコメントできないが、昇格は男女の別なく社内基準に基づき厳正に行っている」としている。

１．労働法上の論点

  1.要点　　：昇進・昇格差別の法的是正、その際の使用者の査定権限

  2.採点基準：項目があれば、△。日本語になっていれば、○

２．法状況の説明

  1.要点　　：条約・憲法・労基法に性差別禁止規定がある→適用が困難

　　　　　　　男女雇用機会均等法の規定→努力義務（後に法改正）、判例：芝信用金庫

  2.採点基準：部分的に述べられていれば、△

　　　　　　　全体として、だいたいが述べられていれば、○

３．諸説

  1.要点　　：否定説、不法行為による損害賠償肯定説、昇格肯定説、昇進肯定説

  2.採点基準：説が述べられているだけだと、△

　　　　　　　内容（とりわけ根拠）が述べられていれば、○

４．自説

　2.採点基準：自らの立場が選択されていることが最低限必要。

　　　　　　　採用しない説についての反論があれば、○

②古賀タクシー事件      　　　　　　　　　　　　　　　99.03.25  朝日新聞より

　タクシー乗務員から営業係へ同意なく配置転換させた命令は無効だとして、福岡県古賀市のタクシー運転手が勤務先の古賀タクシーを相手に、乗務員に復帰するまで、命令に従わないことを理由に支払われなかった約一年八カ月間の賃金の支払いを求めた訴訟の判決が二十四日、福岡地裁であった。草野芳郎裁判長は「労働者の同意なく一方的に使用者が配転を命じることはできない」として運転手の主張を認め、請求通り約四百万円を支払うよう会社に命じた。判決は、就業規則の「業務の必要により職務や職種の異動、出向を命じることがある」との規定について「職種を限定された労働者を同意なく配転できる根拠にはならない」と判断した。そのうえで、運転手の契約内容では職種はタクシーの運転などに限られていると指摘。会社が命じた営業補助の仕事は別の職務だから、同意のない配転は無効だとした。

１．労働法上の論点

  1.要点　　：配転命令の法的拘束力

  2.採点基準：項目があれば、△。日本語になっていれば、○

２．法状況の説明

  1.要点　　：合意の範囲内・範囲外、職種の特定

  2.採点基準：部分的に述べられていれば、△

　　　　　　　全体として、だいたいが述べられていれば、○

３．諸説

  1.要点　　：包括的処分説、労働契約説

（以外に包括的同意説・特約説を述べてもかまわないが、理解されていることが前提）

  2.採点基準：説が述べられているだけだと、△

　　　　　　　内容（とりわけ根拠）が述べられていれば、○

４．自説

　2.採点基準：自らの立場が選択されていることが最低限必要。

　　　　　　　採用しない説についての反論があれば、○
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